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1. 事業の目的と概要 

 

1.1 事業の目的 

 

 介護ロボットや福祉機器に精通した専門家、および介護施設（社会福祉法人 堺福祉

会 特別養護老人ホーム ハートピア堺）、ならびに開発メーカー（株式会社幸和製作所）

が連携して協議会を設置し、新しい介護ロボットの機器開発（介護施設での転倒事故を

防止する屋内移動支援用具）に向けた提案を行う。 

 介護施設における事故は、転倒が最も多く、中でも自力歩行・移動中に起きる割合が

高いとされる（参考資料 3-3 参照）。そのため入居者の歩行能力が低下すると、屋内移

動の手段を車椅子などに切り替えることが多いと思われる。高齢者の転倒は要介護度を

重度化させる要因となるためである。しかしこのことが残存歩行能力をより低下させる

ことにつながり、かえって介護度の重度化（廃用）を促進させると考えられる。 

 こうしたことを防ぐためには歩行時に施設職員が付き添い、介助することで転倒事故

を防止する業務が生じる。 

 もし転倒防止のリスクを最小限に抑える歩行補助用具（歩行車）が開発されれば、こ

のような問題が解消されると考えられる。 

 

 

1.2 実施方法と実施体制 

 

1.2.1 実施方法 

 

①ニーズ明確化 

 

 介護現場（特別養護老人ホーム）において、入居者が歩行中に転倒する要因や、転倒

を防止するための対策について、施設職員等からのヒアリング、ヒヤリハットデータ入

手、タイムスタディ等による現状調査を重ね、それを分析することにより介護現場のニ

ーズと課題を、量的、質的な側面から明確化する。 

 

 ■調査のタイミング 

   ・事業開始後コンセプト・アイデアの抽出前のタイミング 

   ・原理モデル案（ラフスケッチ）作成のタイミング 

   ・原理モデル製作完成のタイミング 

   ・原理モデル（改良版）完成のタイミング 
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 ■調査手法 

   インタビュー法、業務日誌抽出、観察法、定量・定性評価によるデータ収集 

 

 

②ニーズとシーズのマッチング 

 

 明確化したニーズをもとにコンセプトワークと、課題解決のためのアイデアワークを

実施し、さらに商品開発の視点から技術的シーズをミックスさせ目標とすべき開発機器

の仕様を設定する。 

 

③調査用仮想モデル（原理モデル）製作 

 

 目標とすべき開発機器の仕様により、ニーズが満たされ、課題が解決されるのかを実

際に確認するために簡易的な試作機（原理モデル＝機能評価を行うためのコンセプトモ

デル・仮想モデル）を製作する。 

 原理モデル完成後、介護現場にて実際に試用し、シミュレーションを行うことでコン

セプトと機能の確認を行い、市販品との比較などを通じて評価データを収集し、定性・

定量評価を経て調査結果を取りまとめる。 

 

  調査手法 インタビュー法、観察法、加速度計によるデータ収集 

  指  標 セラピストなど専門職による所見、加速度計による重心移動データ 

 

④新規開発機器のイメージ作成 

 

 上記調査結果を踏まえて、ニーズとシーズのマッチングを叶える開発機器の具体的な

イメージを作成、最終成果物として取りまとめる。 

 

 

1.2.2 実施体制 

 

 当該事業は表１に示す協議会メンバーによって実施した。 
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表 1 協議会のメンバー構成 

役割 氏名 所属・役職等 

ニーズ側 伊藤隆夫 一般社団法人 日本訪問リハビリテーション協会・ 
相談役 

渡邉愼一 一般社団法人神奈川県作業療法士会・顧問 

社会福祉法人横浜市リハビリテーション事業団  

横浜市総合リハビリテーションセンター 地域リハビ

リテーション部・部長 

山田隆司 一般社団法人全国福祉用具専門相談員協会 兵庫県 
ブロック・ブロック長 株式会社ひまわり・取締役 
副社長 

古川英宏 社会福祉法人 堺福祉会 特別養護老人ホーム ハート
ピア堺・施設長 
大阪体育大学・非常勤講師 

施設職員（田中様、

北村様、村尾様） 

社会福祉法人 堺福祉会 特別養護老人ホーム ハート
ピア堺・職員 

シーズ側 出口裕司 株式会社幸和製作所 取締役 

戸塚健一 株式会社幸和製作所 開発本部 本部長 

峯垣淳平 株式会社幸和製作所 商品開発部 部長 

嶋崎 章 株式会社幸和製作所 ﾛﾎﾞﾃｨｸｽ R&D ｾﾝﾀｰ ｾﾝﾀｰ長 

西川智崇 株式会社幸和製作所 商品開発部 課長 

山口 聡 株式会社幸和製作所 商品開発部 ｱｼｽﾀﾝﾄﾏﾈｰｼﾞｬｰ 

橋本京子 株式会社幸和製作所 商品開発部 ｱｼｽﾀﾝﾄﾏﾈｰｼﾞｬｰ 

川島慶輔 株式会社幸和製作所 ﾛﾎﾞﾃｨｸｽ推進部 部長 

藤田瑛仁 株式会社幸和製作所 ﾛﾎﾞﾃｨｸｽ推進部 ｱｼｽﾀﾝﾄﾏﾈｰｼﾞｬｰ 

 

1.2.3 協議会の開催概要 

 

協議会は合計４回実施した。 

次の表２にその概要を示す。 

 

表 2 協議会の実施概要 

 項目 概要 

第１回連携

協調協議会 

開催日時 2017 年 9 月 20 日 14:00～18;00 

開催場所 ハートピア堺 施設内 

出席者 表１に記載するメンバー７名＋幸和製作所社員５名

＋ハートピア堺職員３名 合計１５名 

議題 １ ご挨拶と参加者ご紹介 

２ 事業計画と今後の進め方の説明 
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３ ハートピア堺様施設見学 

４ ハートピア堺様職員へのニーズヒアリング 

５ 評価装置デモンストレーション 

６ 幸和製作所シーズご紹介 

議論の概要 厚生労働省に提出した事業計画と、三菱総合研究所に

おける第 1 回検討委員会で受けた指摘について報告

し、今後の進め方を議論。ニーズの明確化について、

より充実させるべきとのことで、職員様へのヒアリン

グ調査に加え、ハートピア堺様におけるヒヤリハット

記録（約 6,000 件）を提供いただき、転倒のニーズ

と実態について分析を行うこととした。 

第２回連携

協調協議会 

開催日時 2017 年 11 月 10 日 15:30～17:30 

開催場所 幸和製作所 会議室 

出席者 表１に記載するメンバー５名＋幸和製作所社員５名 

＋オブザーバー１名（三菱総合研究所）合計１１名 

議題 １ 第 2 回検討委員会報告  

２ ニーズの共有と明確化についての討議     

３ シーズとのマッチングについての討議  

４ コンセプト抽出に関する討議 

議論の概要 ニーズの明確化について、ハートピア堺職員様へのヒ

アリング調査結果、ヒヤリハット記録（約 6,000 件）

の分析結果を共有し議論を行った。歩行車使用者にお

ける転倒は、歩行車使用時の転倒と非使用時における

転倒に分類できるが、歩行車使用者が歩行車をどのよ

うに使っているか、どこに保管しているかなど不明瞭

なことが多く、同一使用者におけるタイムスタディ調

査を追加実施することとした。 

第３回連携

協調協議会 

開催日時 2018 年 2 月 14 日 14:30～18:00 

開催場所 幸和製作所 会議室 および ハートピア堺 施設内 

出席者 表１に記載するメンバー７名＋幸和製作所社員６名

＋ハートピア堺職員３名＋オブザーバー２名（厚生労

働省、三菱総合研究所委託委員） 合計１８名 

議題 １ 第 3 回検討委員会報告       

２ ニーズシーズとのマッチングについて再確認 

３ 原理モデルの機能についての解説と討議 

４ ハートピア堺様へ移動（徒歩５分） 

５ 原理モデル使用評価（職員ヒアリング調査） 

６ 原理モデル定量評価（重心偏倚量データ計測） 
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議論の概要 ニーズとシーズのマッチング方法について議論を行

い、根拠を明らかにする形で報告すべきとした。また

原理モデルについて使用者の体型や押し方に応じて、

簡単に調整できるなどの機能が必要とされた。 

第４回連携

協調協議会 

開催日時 2018 年 3 月 28 日 15:30～17:30 

開催場所 幸和製作所 会議室 および ハートピア堺 施設内 

出席者 表１に記載するメンバー７名＋幸和製作所社員５名

＋ハートピア堺職員３名 

議題 １ 原理モデル（改良版）について解説と討議 

２ 原理モデル（改良版）の定量評価 

３ 厚生労働省への成果報告内容の確認 

４ メンバーによる総括 

議論の概要 最終成果報告書はしっかりまとめられたと思う。幸和

製作所においては今後も引き続きニーズの深堀およ

び機器開発を行うので協議会メンバーにおいては協

力いただきたい。 

 

上記各議事録は参考資料 7-1～7-4 を参照 

 

 

1.2.4 ニーズ分析の方法 

 

   ① 2017 年 8～9 月 介護施設における転倒に関わるヒアリング調査 

        調査対象 特別養護老人ホーム職員 4 名 

     調査手法 グループインタビュー法、ＫＪ法による整理分析 

 

   ② 2017 年 9～11 月 施設内ヒヤリハットデータ分析 

     調査対象 特別養護老人ホームに入居する高齢者 約 150 名  

     調査手法 1 年間の業務日誌に記録された年間約 6,000 件のヒヤリハット 

          事例をキーワード法にて抽出、テキストマイニング法にて分析 

   

   ③ 2017 年 12 月 歩行車利用者のタイムスタディ調査 

     調査対象 特別養護老人ホームに入居し歩行車を利用している高齢者 4 名 

     調査手法 観察法による 1 日の導線と歩行車の状態の記録 

 

    ※ ①～③の調査情報からキーニーズ法によりアイデア化 

 



幸和製作所 介護施設での転倒事故を防止する屋内移動支援用具   

8/26 

 

 

   ④ 2018 年 2 月 原理モデルを用いたヒアリング調査 

     調査対象 特別養護老人ホーム職員 4 名 

     調査手法 グループインタビュー法 

 

   ⑤ 2018 年 2 月 原理モデルを用いた試用調査（シミュレーション） 

     調査対象 特別養護老人ホームに入居し歩行車を利用している高齢者 4 名 

     調査手法 観察法、加速度センサーによる動作分析 

 

   ⑥（予定）2018 年 3 月 原理モデル（改良型）を用いた試用調査 

     調査対象 特別養護老人ホームに入居し歩行車を利用している高齢者数名 

     調査手法 観察法、加速度センサーによる動作分析 

 

1.2.5 ニーズ分析の結果概要 

 

① 2017 年 8～9 月 介護施設における転倒に関わるヒアリング調査 

 

 歩行車（歩行器を含む、以降も同様）に関わる転倒についての実態とニーズについて、

介護施設職員へヒヤリングを行った結果をＫＪ法でまとめたのが次の図である。拡大版

を参考資料 1-1 として添付する。 
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 大別すると「歩行車を使用中に転倒」と「歩行車を使わないために転倒」に分けられ

る。「歩行車を使用中に転倒」は歩行中の転倒と立ち座りの時に転倒からなる。また「歩

行車を使わないために転倒」する場合も多くある。例えば歩行車を取りに行くときや、

使い忘れるなどである。 

 

 また施設の中はベッドサイドなど意外とスペースが狭く、小型であること、小回りが

効くことを強く望まれた。そこで施設内のスペースに配慮して開発されたと思われる市

販品 2 機種を介護施設内にてモニタリングし、職員の意見を聞いてみた。 

  

 

 

 その結果、アイルムーヴαは２方向からすぐに使用できる点からして概ね好評であり、

タスカルウォーカーは諸々高齢者が操作しにくい点で不評という結果となった。 

 

② 2017 年 9～11 月 施設内ヒヤリハットデータ分析 

 

 特別養護老人ホーム（100 床）にて 1 年間に記録したすべてのヒヤリハット事例約

6,000 件からキーワード検索にて「転倒」に関わるヒヤリハット事例を抽出した。その

結果、636 件もの事例があることがわかった。またこの中で「歩行車（歩行器）使用」

に関わるヒヤリハットを抽出したところ 140 件もの事例があることがわかった。歩行

車を使っていても 2 ～ 3 日に 1 回は転倒のヒヤリハットがあるということを示してい

る。  

 

 抽出の方法、キーワード等は次に示す通りである。 
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 １ 

特別養護老人ホーム ハートピア堺様からご提供いただいた

ヒヤリハット実例 1,620 件分のデータ 
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 さらにその中で実際に転倒に至った事例を抽出したところ 49 件の事例があることが

解った。つまり歩行車使用者においても転倒頻度としては週に１回程度転倒していると

いう実態がある。以下グラフの元データは参考資料 1-3 を参照。 

  

 

 

③ 2017 年 12 月 歩行車利用者のタイムスタディ調査 

  

 介護施設において日ごろから歩行車を使用している高齢者４名について、一日の行動
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を時間別にこと細かに記録するという調査を行った。施設内のどこからどこに移動して、

どこで休んでいるか、その間歩行車はどの位置に置かれているか、何か問題点はないの

か、転倒のリスクはどうなのか、といったことを観察法にて記録した。その詳細な記録

は参考資料 1-4 を参照。 

 結果をまとめると、前頁のような時に転倒リスクがあることが解った。 

 

④ 2018 年 2 月 原理モデルを用いたヒアリング調査 

 

 2 月に完成した原理モデルを介護施設に持ち込んで施設職員へのヒアリング調査を

行った。ベッドサイドにおける動作を中心にシミュレーションを行いながら、意見収集

した結果は次の通り。 

  

⑤ 2018 年 2 月 原理モデルを用いた試用調査（シミュレーション） 

 

  後述「5.2 シミュレーションの結果概要」を参照 
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2. 提案機器の概要 

 

2.1 支援分野 

 

2.1.1 支援分野 

 

  移動支援②  

  介護施設での転倒事故を防止する屋内移動支援用具  

 

2.1.2 機器の名称（仮） 

 

  屋内用転倒防止歩行車 

 

2.2 介護業務上の課題とニーズの明確化 

 

2.2.1 介護業務上の課題分析 

 

対象者：移動支援用具として歩行車を利用している被介護者 

場 所：介護施設内（浴室を除く、居室、共用フロア、廊下） 

場 面：昼夜を問わず、施設内を歩行しているとき、立ち座りのとき 

課題①：転倒の危険がある（転倒する、または転倒しそうになる） 

課題②：歩行車が利用者の手の届く範囲にないため利用しない場合がある 

 

 日ごろから歩行車を使用している高齢者が実際に転倒した前記のヒヤリハット事例

によれば、歩行車を使用している時の転倒が 63％ほど、歩行車を使用していない時の

転倒が 30％ほどとなっている。（前出） 

 

  年間の件数になおすと歩行車を使用している時の転倒が 31 件、歩行車を使用してい
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ない時の転倒が 15 件となっている。 

  

 

2.2.2 ニーズの明確化とシーズとのマッチング 

 

 課題解決のためのニーズを抽出し、シーズとのマッチングを実施したのが次の表であ

る。右端の「最終提案」欄に○または●をつけた項目が今回提案の項目である。そのう

ち●については原理モデルに反映させ調査を行うこととした。実現性について「技術的」

「利便性」「安全性」「価格」の４つの視点で評価し、原則として４つすべてが可能（○）

なものを今回提案項目とした。表の拡大版は参考資料 2-2 を参照。 

 

歩行車使用者の転倒の分類 件数 
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2.3 課題解決に向けたアイデア 

 

 介護施設内で移動支援用具として歩行車を利用している被介護者を対象に、転倒に関

するニーズ調査を行ったところ、まずニーズの本質として「歩行車使用中に起こる転倒

（６割強）」と「歩行車を使わないことによって起こる転倒（約３割）」とに大別できる

ことが解った。 

 これらは同じ転倒に対するニーズであっても、防止手法としてのアプローチが大きく

異なる。前者の場合は歩行車使用中にいかに人と車体を転倒させないか、後者はいかに

歩行車を使わせるかというアプローチになる。 

 

 

2.3.1 歩行車使用中の転倒防止 

 

 まず、歩行車を使用中の転倒を防ぐ方法であるが、この場合の転倒は、①使用者自身

の転倒と、②歩行車自体の転倒とに分けて考えられる。 

 

①使用者自身の転倒を防ぐ方法 

 

 使用者の転倒メカニズムとして以下の通り考察できる。 

 Lobinovich の先行研究（参考資料 3-2）によれば転倒のパターンは６つに分類される。

そしてこれらの転倒動作は大きな重心偏倚を伴うこと、特に上半身の偏倚が大きいこと

が共通している。つまり上半身の偏倚を下半身が支えきれないことが転倒の本質ともい

える。 

 従って転倒を防ぐには、上半身を偏倚させない、または上半身の偏倚を支えられる下

半身を備える必要がある。今回の事業では前者に着目している。 

 

②歩行車自体の転倒を防ぐ方法 

 

 次に歩行車の転倒メカニズムについてだが、これは歩行車の支持基底面と使用者の重

心の関係がポイントとなる。仮に使用者が大きく重心偏倚をし、バランスを崩したとし

ても、原則として歩行車の支持基底面内に重心が収まっている限りは歩行車自体は転倒

しないものと考えられる。 

 上記の内容は参考資料 3-1 にて詳細解説しているので参照いただきたい。 

 当事業ではこれらの理論に基き、使用者の重心偏倚を抑え、使用者の転倒と歩行車の

転倒を防ぐ構造についてアイデアを出し、開発コンセプトを構築している。 

 これに既存の歩行アシストのロボット技術（車体質量をリセットし滑らかに走行させ

る、斜行を防ぎ直進走行させる、グリップから手を離したときに自動で車輪がロックす
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る、等）を融合することにより、歩行車の使用感と安全性を高めることとする。 

 

   【課題解決に向けたアイデア】 

    ・上半身の動揺と転落を抑制する構造とアジャスト技術を用いる 

    ・電動駆動と制御による歩行アシスト技術を用いる 

 

2.3.2 歩行車を使わないことによる転倒の防止 

 

 歩行車を使用しなければならない高齢者が、歩行車を使わないことによって転倒して

しまうケースが、転倒全体の 3 割にも及んでいる。これを防ぐためには、その原因を除

去するという考え方になる。 

 ニーズ調査の結果、原因は以下のように集約される。 

 

  ・使おうとした時、すぐ近くに歩行車がない、または近くにあっても 

   あらぬ方向を向いている。 

  ・使おうとした時、操作方法がわからず駐車ロックを解除できない、 

   または歩行車を使い慣れていないために使ってくれない。 

  ・夜間に目覚めて、トイレなどに行く場合に使おうとした時に部屋が 

   暗くてよく見えない。 

  ・認知障害があり、使い忘れてしまう。 

 

 これらの原因を除去するためのアイデアとしては、使用時に使いやすいように歩行車

を自動で旋回させ、自動ですぐ近くまで移動させる。難しい操作方法を要さず、駐車ロ

ックは自動解除させる。夜間に歩行車を発光させ置き場所や握る位置を知らせ、使用を

促すなどが考えられる。 

 

   【課題解決に向けたアイデア】 

    ・電動駆動と制御による自動旋回＆走行技術 

    ・夜間の利用を促進する発光技術 

 

 

 以下、上記を踏まえ課題解決に向けた機器の提案を行うが、上記の通り「歩行車使用

中の転倒」と「歩行車を使用しないことによる転倒」とは、課題解決へのアプローチが

大きく異なるため、提案内容としては「歩行車使用中の転倒」に絞った内容と、「歩行

車を使用しないことによる転倒」までを網羅した内容と、２本立ての提案を行うことと

する。 
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3. 課題解決に向けた機器の提案 

 

以下について原理モデル（仮想モデル）を製作し、介護施設で評価を行うこととした。 

 

3.1 提案機器の CG 画像 

 

 

 

 

3.2 提案機器の特徴・既存のロボットにない優位性 

 

3.2.1 【コンセプトＡ案】 

 

 歩行車の使用中におこる転倒を防止する介護ロボット 

 

 ・上半身の重心偏倚を抑える構造（腋下サポート構造等）を有する。 

 ・前後に自在輪、中央に駆動輪を有する６輪構造とする。 

 ・駆動輪により歩行アシスト（車体質量をリセット、斜行補正、グリップから手を 

  離すと駐車ロック）するロボット技術を有する。 
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3.2.2 【コンセプトＢ案】 

 

 歩行車の使用中におこる転倒を防止し、歩行車を使用しないことによって 

 起こる転倒も防止する介護ロボット 

 

 ・上半身の重心偏倚を抑える構造（腋下サポート構造等）を有する。 

 ・前後に自在輪、中央に駆動輪を有する６輪構造とする。 

 ・駆動輪により歩行アシスト（車体質量をリセット、斜行補正、グリップから手を 

  離すと駐車ロック）するロボット技術を有する。 

 ・自動または半自動のアームレストの昇降機能を有する。 

 ・使用者に向けて自動旋回、自動走行で接近するロボット技術を有する。 

 ・夜間の発光機能を有する。（アームレスト付近） 

 

イメージ図の説明を次の通り行う。 

  

 

3.3 類似する既存の技術 

 

 今回の開発コンセプトに採用している既存技術は次の通りである。 
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4. 課題解決した場合の効果 

 

4.1 当該機器の効果（直接効果・間接効果） 

 

直接効果 介護施設内における歩行車使用による転倒事故が減り、また車椅 

     子使用者が歩行できるようになることによって、介護の重度化を 

     抑制でき、自立支援が促進される。 

 

間接効果 施設職員の移動支援に関わる労力が軽減し、他の介護支援へ注力 

     できるようになる。 

 

4.2 効果の評価指標・測定方法 

 

直接効果 加速度センサーを用いての重心偏倚値測定による定量評価。 

     前額面と矢状面で同時に VTR 撮影しての定性評価。 

 

     上記、定量評価と定性評価については、今回原理モデルを用いて 

     実施している。その結果については参考資料 4-1～3 を参照。 

 

間接効果 業務日誌、ヒヤリハット等の内容分析による定性評価。 
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4.3 当該機器導入による介護現場の変化 

 

 前記の提案機器を介護現場に導入すると次のような変化が起こると考えられる。 

 ・歩行時の介助業務が不要となり、施設入居者が単独で屋内を移動できる。 

 ・歩行機能が低下し転倒リスクが高くなった人でも、自立歩行による移動ができる。 

 ・歩行車の使用頻度が高まることにより転倒リスクが減る。 

 ・夜間の歩行車使用が促進されることにより転倒リスクが減る。 

 

 前記ヒヤリハット事例にて年間49件発生していた歩行車使用者による転倒事

故であるが個々の転倒の内容からして当該機器を導入すると、次のグラフのよ

うに大きく減少すると考えられる。全体としては 82.6％もの転倒事故が防止さ

れると推定している。 

 個々の転倒の内容については参考資料 1-3 を参照されたい。 

 

 
 

 尚、今回の提案機器をもってしても解消しない転倒事故例は次の通りである。 

  ・歩行車自体の故障（ハンドル固定ネジが外れた）による転倒 

  ・歩行車使用中に椅子の無いところに座ろうとして転倒 

  ・リハビリパンツをあげようとして歩行車から手を離したときに転倒 

  ・洗面動作を行うために歩行車から手を離したときに転倒 

  ・歩行車から手を離し椅子に手をついた時に椅子が動いてしまい転倒 

  ・ズボンとパンツを下げようとして手を離して転倒 

  ・認知症の症状があり歩行車を使い忘れたことにより転倒 

 

 このような転倒事例は対策が非常に難しい。上記に関しても詳細は参考資料 1-3 を参

照されたい。 

件数 

約 89％減 約 69％減 約 93％減 

全体としては 46 件→7 件（82.6％）の減少 18 件 

13 件 

15 件 

2 件 

4 件 

1 件 
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5. 現場導入した場合のシミュレーション 

 

5.1 シミュレーションの実施概要 

 

 介護施設（特別養護老人ホーム）内で原理モデルを導入して動作シミュレーションを

実施した。  

 歩行車使用中の転倒防止に対しては、普段歩行車を使用している高齢者に試用してい

ただく形のシミュレーションを、歩行車を使用しないことによって起こる転倒の防止に

対しては協議会研究員によるシミュレーションを、それぞれ実施した。 

 尚、原理モデルを高齢者に試用いただくに当たり、倫理審査を幸和製作所リスク管理

委員会にて実施し、検討の結果、承認を得ている。倫理審査申請書および委員会議事録

は参考資料 6-1～2 を参照。 

 

5.2 シミュレーションの結果概要 

 

5.2.1 歩行車使用中の転倒防止 

 

 次の画像の通り、普段使っている歩行車の場合は左右に偏った歩行をする高齢者が、

原理モデルの支持基底面中央付近を歩行することが確認された。転倒リスクを軽減する

効果があると考えられる。 

 

上記画像について実際の映像を、別途「4-4 現場導入した場合のシミュレーション動画」

を CD-R にて提出するので参照願いたい。 
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 一般的に歩行機能が低下している高齢者は、左右の半身が同時に衰えることは少なく、

また脊柱の側彎など骨格系の疾病、筋力系の疾病も含めて、重心バランスが左右どちら

かに偏る傾向がある。このような場合、歩行車の支持基底面の左右どちらかに偏った歩

行をすることは珍しいことではない。 

    

 本件に関しては定性評価結果として理学療法士の所見を得たので参考資料 4-1 を参

照されたい。 

 

5.2.2 歩行車を使わないことによる転倒の防止 

 

 次の画像は原理モデルを使用してのベッドサイドでのシミュレーションの様子であ

る。入居している高齢者は、日中、夜間を通じて居室内のベッドで休む時間帯が多く、

ここで使用できないようでは意味がない。 

 

 ベッドから歩行車を使い始めるときに自動旋回と自動走行の機能により、端座位をと

る使用者に自動で接近し、発光するというシミュレーションである。 

 結果としては概ね良好との評価であった。 

 

 

  

①狭いベッドサイドへ進入 

②ベッドサイドに置く 
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③ベッドへ移乗 

④ベッドで端座位 

⑤歩行車が自走＆旋回 

⑥歩行車が停止＆発光 

⑦歩行車へ移乗 

⑧歩行車を使用開始 
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 以上のシミュレーション画像については映像でも、別途「4-4 現場導入した場合のシ

ミュレーション動画」の CD-R に収録したので参照されたい。 

 

6. 今年度のまとめ 

 

6.1 今年度の実績 

 

6.1.1 ニーズの明確化 

 

①介護施設（特別養護老人ホーム）における転倒事故、およびヒヤリハット事例 

 を中心に、ニーズを質的、量的に明確化した。 

②上記で明確化したニーズに対して、原理モデル（仮想モデル）を製作し、ニーズ 

 を満たす機能を有したものか、またどうすればニーズを満たす機器となるかを調査 

 した。 

 

6.1.2 課題解決に向けた機器の提案 

 

 介護施設における転倒事故を防止する機器であって、実際に介護現場での使用効果が

高い（多くの機器が導入される）機器を提案する。 

 

6.2 今年度の振り返り 

 

6.2.1 工夫した点 

 

  ニーズ明確化の過程において、当初予定していた介護現場へのヒアリング調査だけ

でなく、歩行車使用者の 1 日の導線を記録するタイムスタディ調査を実施した点。この

ことにより歩行車の使用実態をつぶさに把握することができた。 

 

6.2.2 苦労した点 

⑨ベッドサイドから出る 
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  原理モデルを製作し、使用者にて転倒のしにくさを測定する予定であったが、 

 既存の評価スケールが使えず、定量的な評価データがうまくとれない点。 

 

6.2.3 うまくいかなかった理由 

 

  原理モデルの完成度が低いため。および測定方法を確立するまでに時間がかか 

 るため。 

 

6.2.4 想定外だったこと 

 

  上記の通り、ニーズ把握にあたり年間 6,000 件に及ぶヒヤリハット記録を使用 

 した。調査データとして非常に貴重なものだと認識している。 

 

7. 次年度以降の展開 

 

 ●原理モデルを用いたニーズ調査等をさらに進め、掘り下げていく。 

 ●リスクアセスメント、評価方法の確立。 

 ●公的研究機関等と連携し、有効性と安全性についてのエビデンスを取得する。 

 

8. その他特筆すべき点 

 

 当該事業を通じて、色々と気づいたことがある。 

 特にニーズの明確化に力を入れたことにより、介護施設の現場における様々な実態が

見えてきた点を特筆したい。 

 

 例えば、施設内の廊下を高齢者同士がすれ違うことは日常的に起きていることだが、 

歩行が不安定で同じ手すりにつかまりながら歩く人同士がすれ違うときは、どのように 

すれ違うのだろうか。 

 手すりで歩く者と歩行車とがすれ違うとき、歩行車と車椅子がすれ違うとき、車椅子

同士がすれ違うとき、相手を快く思っていない人とすれ違うとき、どちらかが譲らない

とすれ違えないとき、どうやってすれ違っているのか。 

 介護施設という生活現場で、本当に使える機器を開発するということは、そういう一

見些細なことまでを考える必要がある。 
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 また今回、特別養護老人ホーム ハートピア堺様における１年間の業務日誌に記録さ

れたすべてのヒヤリハット約 6,000 件のテキストデータを元データとして、ニーズの明

確化を実施したが、当該テーマが転倒を防止する歩行車ということで、その視点で検索

と抽出を行った経緯がある。最終的には歩行車使用者による転倒事例 49 件にまで絞り

込み詳細分析を行ったわけだが、その他の多くの事例の中にも様々な問題があると思わ

れ、介護現場における改善の可能性、すなわち機器開発の可能性を秘めていると考えら

れる。 
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